
 

第４節 消防団活動計画 

 

１ 団員の動員及び部隊編成 

 ⑴ 団員の動員 

   団長は、地震発生による震災特別配備体制が発令された場合、団員を動員するものとする。 

 ⑵ 団員の参集及び部隊の集結 

  ア 通常災害時又は異常災害時に動員命令を受けた団員は、速やかに各分団詰所に参集しなければ

ならない。 

  イ 非常災害時に動員命令を受けた団員は、各分団詰所に参集した後、次の署所に部隊を集結しな

ければならない。 

 

分 団 名 等 集 結 署 所 等 

本  団 消 防 本 部 

第１分団、第３分団、第９分団 本 署 

第４分団、第５分団、第６分団 北 分 署 

第２分団、第７分団、第８分団 小 坪 分 署 

 

２ 災害応急活動 

 ⑴ 活動の基本 

  ア 災害応急活動の実施にあたっては、積極的に災害の状況を把握すること。 

  イ 消防団員に与えられた任務を有効に果たすため、活動の範囲を受持区域優先とする。ただし、

震災特別配備体制が発令されたときは、その方面別地域を受持区域とする。 

 ⑵ 任務及び活動要領 

   消防隊と徒歩隊の任務及び活動要領は、次のとおりとする。 

  ア 消防隊の編成と任務及び活動要員 

   (ｱ) 消防隊のホ－スは、原則として25本以上を装備する。 

   (ｲ) 災害発生時は、火災防御及び警戒活動にあたる。 

   (ｳ) 消防隊の活動は、担当区域を優先とする。 

   (ｴ) 消防隊の防御要領にあっては、本章第１節１１の「消火活動要領」に準ずる。 

  イ 徒歩隊の編成と任務及び活動要領 

   (ｱ) 災害発生時には速やかに受持区域に出場し、地域住民に対して出火防止の呼び掛け及び初期

消火、人命救助活動等住民を指導して実施する。 

   (ｲ) 災害の進展状況に応じて住民の緊急避難の誘導を担当する。 

   (ｳ) 分団長又は方面別警備本部との連絡を保持し、的確な情報の収集と報告に努める。 

   (ｴ) 消防隊及び消防団ポンプ隊との連絡を保持し、活動協力に努める。 

   (ｵ) 救出、救助活動にあたっては、有効な資機材の確保に努めるとともに地域住民、自主防災組

織と連携して活動に当たる。 

 

 

 


